
2021

インフォメーション

広報ねやがわ
令和２年５月号

広報ねやがわ
令和２年５月号

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、広報誌に掲載されている内容が変更となる
場合があります。事前に担当課などに確認して
ください。

自 宅 待 機 要 請 中

中止が決定している主なイベントは以下のとお
りです。

▪市政感謝会
▪ねやがわプールズ
▪寝屋川まつり

　その他、中止が決定しているイベントなどに
ついては、市ホームページを見てください。楽
しみにされていた催しもあるかと思いますが、
ご理解いただきますよう、よろしくお願いいた
します。

※掲載している情報は、４月16日時点です。

※�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
申
込
開
始

日
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、原
則
、１
日
か
ら
申
し

込
み
が
可
能
で
す（
公
共
機
関・団
体
、市
民
情
報

ひ
ろ
ば
は
除
く
）。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
寝
屋
川
市
職
員 

採
用
試
験
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
令
和
２
年
度
寝
屋
川
市
職
員
採
用
試

験
に
つ
い
て
、「
広
報
ね
や
が
わ
４
月
号
」

で
募
集
を
４
月
中
旬
に
開
始
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
ま
す
。
詳
細
が
決
定

次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

ま
す
。

問　
人
事
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
９
８
）

市

　
　政

市
民
公
益
活
動
災
害
補
償
制
度

　
市
民
活
動
を
安
心
し
て
行
っ
て
も
ら
う

た
め
、
公
益
活
動
中
に
起
き
た
事
故
に
よ

る
け
が
な
ど
の
傷
害
や
賠
償
責
任
を
負
っ

た
と
き
に
、
市
が
契
約
し
た
保
険
で
補
償

し
ま
す
。
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
は

市
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
民
５
人
以
上
の
団
体
に
よ

新型コロナウイルス悪質商法に注意！

トラブルを防ぐには

相 談 事 例

▪不審な電話はすぐに切りましょう。
▪�絶対に銀行口座の暗証番号を教えたり、通帳やキャッシュカードを渡したりしてはいけません。
▪他人に現金を渡してはいけません。
▪�市役所などの行政機関を名乗った怪しい電話や、送信元が不明なメールには反応しないでください。
▪�「新型コロナウイルスが水道水に混ざっている」など根拠のない話には、絶対に耳を貸さないように
してください。

▪�市役所や実在の事業者になりすまして、「助成金がもらえる」と電話がかかってきた。
▪�「新型コロナウイルスでお金が必要」というオレオレ詐欺。
▪�「マスクを無料送付する」というお知らせがメールで届いた。
▪�「水道管が新型コロナウイルスに汚染されているので除染します」と連絡がきた。

　もしトラブルに遭ったり、不安に感じたりしたらすぐに消費生活センターに相談しましょう。通帳や
キャッシュカードを渡してしまったら、消費生活センターか警察にすぐに連絡してください。契約をする、
お金を渡す、お金を振り込む前に相談しましょう。今後、状況に応じて新たな方法で勧誘が行われる可
能性があります。少しでも不審に思ったら、消費生活センターに相談してください。

　新型コロナウイルスの感染拡大に便乗して、悪質な訪問販売やオレオレ詐欺
などいろいろな相談が全国の消費生活センターに寄せられています。
　すぐに契約したり、不審な電話やメールに連絡したりしないようにしましょう。

５ 月 は 消 費 者 月 間
豊 か な 未 来 へ ～「 もった い な い 」から 始 めよう！～  

問　市立消費生活センター(☎８２８・０397)

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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広報ねやがわ
令和２年５月号

る
、
自
主
的
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、

日
帰
り
で
行
う
市
民
公
益
活
動
（
地
域
社

会
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
社
会

福
祉
・
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
）

※
市
へ
の
事
前
登
録
は
不
要
で
す
。

問　
各
団
体
の
担
当
課
又
は
市
民
活
動
振

興
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
２
０
）

寝
屋
川
市
子
ど
も
の
健
や
か
な 

成
長
の
た
め
の
受
動
喫
煙
防
止 

条
例
を
制
定

　
子
ど
も
の
健
康
を
受
動
喫
煙
の
悪
影
響

か
ら
保
護
す
る
た
め
の
規
制
を
設
け
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
施
行
は
10
月
１
日

（
木
）
か
ら
で
す
。

∧
喫
煙
し
な
い
場
所
（
努
力
義
務
）
の

指
定
∨

〇
家
庭
な
ど
で
の
子
ど
も
と
同
室
の
空
間

〇
子
ど
も
が
同
乗
し
て
い
る
自
動
車
の
車

内〇
学
校
園（
大
学
を
除
く
）の
周
辺
道
路
、

通
学
路
、公
園
な
ど

∧
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
∨

　
市
内
４
駅
周
辺
を
予
定
。
詳
し
く
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
保
健
総
務
課
」
又
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
保
健
総
務
課
（
☎
８
２
９
・
７
７
７

１
）

手

　続

　き

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
の
就
業
を

支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

∧
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
∨

　
教
育
訓
練
給
付
（
雇
用
保
険
制
度
）
の

指
定
講
座
な
ど
を
受
講
す
る
人
に
講
座
修

了
後
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
給
付
額　
雇
用
保
険
受
給
①
無
資
格
者

…
費
用
の
６
割
（
上
限
あ
り
）
②
有
資
格

者
…
一
般
教
育
訓
練
給
付（
費
用
の
２
割
、

上
限
あ
り
）
の
受
給
者
に
対
し
て
、
費
用

の
６
割
（
上
限
あ
り
）
と
の
差
額

∧
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
∨

　
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、
１
年
以
上
養
成
機
関
な
ど
で
修
学

す
る
人
に
修
学
期
間
中
（
最
長
48
か
月
）、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
給
付
額　
①
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
月

額
10
万
円
②
課
税
世
帯
…
７
万
５
０
０
円

※
①
最
後
の
１
年
間
は
月
額
４
万
円
増
額

し
ま
す
②
修
了
し
た
と
き
は
、
修
了
支
援

給
付
金
∧
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
５
万

円
）・課
税
世
帯
（
２
万
５
０
０
０
円
）
∨

を
支
給
し
ま
す
。

申
請
・
問　
こ
ど
も
を
守
る
課
（
☎
８
３

８
・
０
１
５
５
）

募
集
情
報

会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
者
募
集

▽
職
種　
①
保
育
士
②
延
長
保
育
士

▽
勤
務
日
時　
①
月
～
土
曜
日
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
（
週
37
時
間
30
分
）
②

月
～
土
曜
日
の
午
前
７
時
15
分
～
午
後
７

時
15
分
∧
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
５
時

間
程
度
の
勤
務
、シ
フ
ト
制（
応
相
談
）∨

▽
賃
金　
①
時
給
１
２
９
５
円
②
時
給
…

資
格
あ
り
１
３
３
５
円
・
資
格
な
し
１
２

５
７
円

▽
賞
与　
年
間
１
月
分
（
６
月
・
12
月
）

※
基
準
日
に
在
職
し
、
週
29
時
間
以
上
の

勤
務
で
６
か
月
以
上
任
用
の
場
合
、
在
職

期
間
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

申
込　
履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　
保
育
課
（
☎
８
１
２
・
２
５
５
２
）

市
安
全
推
進
協
議
会
の 

委
員
を
募
集

　
犯
罪
や
事
故
の
防
止
な
ど
の
安
全
推
進

施
策
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象　
現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
４
回

程
度
（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
２
人

▽
任
期　
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
４
年

６
月

▽
報
酬　
１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０

円▽
選
考
方
法　
小
論
文
及
び
面
接

応
募
・
問　
応
募
用
紙
（
監
察
課
、
市
役

所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
監
察
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
と
小
論
文
∧
テ
ー
マ
「
体
感
治

安
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
市
民
が
で
き
る

こ
と
」
８
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由
∨

を
５
月
15
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
）
で
監
察
課
（
〒

572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
☎
８
１

２
・
２
２
４
６
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
０
３
３
４
）

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定

委
員
会
委
員
の
募
集

　
市
の
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
一
般
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　
現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
年
４

回
程
度
（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席

で
き
る
人
１
人

▽
任
期　
委
任
を
受
け
た
日
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

▽
報
酬　
あ
り

応
募
・
問　

応
募
用
紙
（
市
立
中
央
図

書
館
臨
時
図
書
室
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
中
央
図
書
館
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

と
小
論
文
∧
テ
ー
マ
「
学
齢
期
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」（
１
０
０

０
字
程
度
、
様
式
自
由
）
∨
を
５
月
14
日

（
木
）
＝
消
印
有
効
＝
ま
で
に
直
接
窓
口
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
立
中
央
図
書
館
臨

時
図
書
室
（
〒
572
―
０
０
３
８
池
田
新
町

３
番
23
号
☎
８
３
８
・
０
１
４
１
、
ＦＡＸ
８

３
８
・
０
１
４
３
）

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
表
彰
者
の
募
集

　

市
で
は
、
美
化
・
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い
る
人
や
団
体

に
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」
と
し
て

感
謝
状
を
贈
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
内
の
都
市
公
園
や
広
場
、
道

路
な
ど
で
自
主
的
・
積
極
的
に
美
化
・
清

掃
活
動
を
５
年
以
上
に
わ
た
り
月
１
回
以

上
行
っ
て
い
る
個
人
又
は
団
体
（
自
治
会

を
含
む
）

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

推
薦
・
問　
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
環
境
総
務
課
（
☎
８
２
１
・
４
０
５

５
）Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
た
電
気
機
器
な
ど 

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
令
和
３
年

３
月
末
ま
で
に
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
で
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
理
の
申
し
込

み
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
保
全
課（
☎
８
２
４・１
０
２
１
）

東
部
大
阪
都
市
計
画
案
の
縦
覧

　
「
東
部
大
阪
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
」
に
つ
い

て
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
利
害
関
係
の

あ
る
人
や
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
縦
覧
期
間

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
縦
覧
期
間　
５
月
18
日
～
６
月
１
日

▽
縦
覧
場
所　
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

▽
意
見
書
の
提
出
先　
府
都
市
計
画
室
計

画
推
進
課

問　

府
都
市
計
画
室
計
画
推
進
課
（
☎

06
・
６
９
４
４
・
６
７
７
６
）
又
は
市
２

軸
化
事
業
本
部
（
☎
８
１
３・１
２
０
４
）

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の 

一
部
補
助

　
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
人
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
購
入
前
に
補
助

金
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
で
継
続
し
て
使
え
る
市
内

在
住
の
人
な
ど

※
１
世
帯
に
つ
き
５
年
間
に
１
台
ま
で
補

助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
機
器

が
破
損
し
た
と
き
は
買
い
替
え
も
可
）。

▽
補
助
金
額　
購
入
価
格
（
税
抜
）
の
２

分
の
１
の
額
（
１
台
当
た
り
の
限
度
額
２

万
円
）、
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

◎
補
助
金
制
度
の
予
算
額
を
超
え
た
と
き

は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▽
申
請
書
の
配
布　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、市
役
所
本
庁
総
合
案
内
、各
シ
テ
ィ・

ス
テ
ー
シ
ョン
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環

境
総
務
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
・
問　
申
請
書
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
で
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５
５
寝

屋
南
一
丁
目
２
番
１
号
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
６
階
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

資
源
集
団
回
収
活
動
結
果
報
告

　
地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
新
聞・雑
紙
な
ど
の
古
紙
類
、
古
布
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
量
に
応
じ
て
府
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
報
奨
金
１
㎏
当
た
り
６
円
を

【広告】 【広告】【広告】

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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令和２年５月号

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
３
３
２
の
団
体
が
登
録
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
の
団
体
の
資
源

回
収
量
は
約
５
８
２
２
ｔ
で
、
１
団
体
当

た
り
平
均
約
10
万
円
の
報
奨
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

※
新
た
に
活
動
を
始
め
る
団
体
の
登
録
申

請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
又
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１

１
）

産
業
・
事
業
者

ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
決
定

　
市
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

学
校
法
人
な
ど
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
部
門
賞
が
決
定
し

ま
し
た
。
発
表
会
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
部
門
賞
受
賞
プ
ラ
ン
を
提
案

し
た
学
生
（
学
校
）
に
は
、
プ
ラ
ン
実
現

に
向
け
た
研
究
な
ど
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。

▽
グ
ラ
ン
プ
リ

〇
グ
ラ
ン
プ
リ
及
び
協
働
部
門
賞
…
「
寝

屋
川
を
元
気
に
す
る
ネ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」・

提
案
者
＝
中
山
隼
斗
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・

瀧
川
輝
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・
村
田
廉
樹

さ
ん
（
摂
南
大
学
）・田
所
夕
茉
さ
ん
（
摂

南
大
学
）　

〇
商
業
部
門
賞
…
「
シ
ソ
の
ペ
ー
ス
ト
で

寝
屋
川
市
を
活
性
化
」・
提
案
者
＝
薬
師

円
香
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・
藤
本
明
日
望

さ
ん
（
摂
南
大
学
）

問　
産
業
振
興
室
（
☎
８
２
８
・
０
７
５

１
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

　
宅
地
災
害
が
起
き
る
と
家
屋
や
家
財
、

時
に
は
人
命
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
石
垣
、
よ
う
壁

に
亀
裂
な
ど
が
入
っ
た
り
、
割
れ
目
か
ら

地
下
水
が
染
み
出
た
り
し
て
い
な
い
か
、

排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
詰
ま
っ
て

い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
早
急
に
適
切
な

処
置
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問　
府
審
査
指
導
課
（
☎
06・６
２
１
０・

９
７
２
２
）
又
は
市
審
査
指
導
課
（
☎
８

２
５
・
２
７
９
８
）

５
月
20
日
（
水
） 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
緊
急
情
報
の
周
知
に
活
用
す
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
使
っ

た
自
動
放
送
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、市
内
52
か
所
に
設
置
し
て
い
る

屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

問　
防
災
課
（
☎
８
２
５
・
２
１
９
４
）

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

市
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
市
税
の
納
税
通
知
書
な
ど
の
発
送
日
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
市
民
税
・
府
民
税

の
徴
収
方
法
が
給
与
特
別
徴
収
の
み
の
人

は
、
５
月
15
日
（
金
）
に
勤
務
先
へ
税
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
同
日
か
ら
課
税

（
所
得
）
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

∧
各
市
税
の
納
期
限
∨

　
表
２
の
と
お
り
で
す
。納
付
忘
れ
な
ど
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
き
は
、
督

促
手
数
料
・
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
納
期
限
に
つ
い
て
…
市
民
サ
ー
ビ
ス

部
徴
収
・
納
付
担
当
（
☎
８
１
３
・
１
１

３
６
）、
納
税
通
知
書
な
ど
に
つ
い
て
…

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
市
民
税
担
当
（
☎
８
１

３
・
１
１
１
４
）

市
税
な
ど
の
便
利
な
納
付
方
法

　
多
様
な
納
付
方
法
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
便
利
な
納
付
方
法
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

∧
納
付
で
き
る
市
税
な
ど
∨

○
市
民
税
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
料

∧
納
付
方
法
∨

〇
納
付
書
…
取
扱
金
融
機
関
に
加
え
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
可

〇
口
座
振
替
…
納
期
限
日
に
自
動
で
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
て
納
付
す
る
便
利
で
安

全
な
方
法
（
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。
一
部
金
融
機
関
は
市

役
所
な
ど
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
手
続
き

が
可
能
）

〇
ラ
イ
ン
ペ
イ
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納
付

書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
納
付
す
る

方
法
で
す

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
…
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

専
用
サ
イ
ト
で
納
付
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
を
入
力
し
て
納
付

す
る
方
法
で
す
（
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）

〇
ペ
イ
ジ
ー
…
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
納
付
す
る
方
法
と
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し

て
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

※
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
納
税
証
明
書
が
早
急
に
必
要
な
と

き
は
、
市
役
所
や
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

で
支
払
っ
た
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当

（
☎
８
１
３
・
１
１
３
６
）

各
種
保
険
・
医
療
制
度

令
和
２
年
度 

後
期
高
齢
医
療
保
険
料

∧
保
険
料
の
納
入
∨

　
７
月
に
、
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
及
び
納
入

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

∧
保
険
料
の
軽
減
措
置
∨

　

今
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

▽
均
等
割
額
の
軽
減　
世
帯
内
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
８
・
５
割
と
８
割

だ
っ
た
軽
減
率
を
段
階
的
に
見
直
し
、
令

和
２
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
７
・
75
割
と
７
割

の
軽
減
率
と
な
り
ま
す
（
下
の
表
の
と
お

り
）。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
格

管
理
課
（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）

又
は
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
（
☎
８
１
３
・
１
１
９
０
）

納期限のお知らせ
★固定資産税・都市計画税……………全期・第1期
★軽自動車税（種別割）……………令和２年度分

★保育所保育料（保育課）……………………5月分
★留守家庭児童会保育料（青少年課）………5月分

～６月１日（月）までに納めましょう～

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることができます。申し込みは、指定金融機関などでの手続きと
各窓口やシティ・ステーションなどで手続きできます。納め忘れがなくなりますので利用してください。手続き
方法など詳しくは、各課へ問い合わせてください。

納税通知書の種類 発送日 課税（所得）証明書
交付開始日

市民税・府民税税額決定・納税通知書
（普通徴収） ６月４日（木） ６月４日（木）

市民税・府民税税額決定・納税通知書
（年金特別徴収） ６月８日（月） ６月４日（木）

表１　市民税・府民税の税額決定・納税通知書

※�課税（所得）証明書の交付開始日は例年と異なります。

税　　目
期　　　　別

全期
（１期） ２期 ３期 ４期

軽自動車税
（種別割） ６月１日（月） ― ― ―

固定資産税・
都市計画税 ６月１日（月） ７月31日

（金）
９月30日
（水）

11月30日
（月）

市・府民税
（普通徴収分） ６月30日（火） ８月31日

（月）
11月２日
（月）

12月25日
（金）

表２　各市税の納期限

所得の判定区分
均等割の軽減割合 軽減後の令和2年

度保険料額（年額）本則 令和2年度 3年度
【令和元年度における８．５割軽減の区分】
同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが基礎控除額
（３３万円）を超えないとき ７割

7.75割

７割

16,233円

【令和元年度における８割軽減の区分】
うち、当該世帯の被保険者全員の各所得が０円であるとき（た
だし、公的年金等控除額は80万円として計算する）

7割 12,174円

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが【基礎控除額
（３３万円）＋２８万５千円×被保険者の数】を超えないとき ５割 ５割 27,055円

　同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが【基礎控
除額（３３万円）＋５２万円×被保険者の数】を超えないとき ２割 ２割 43,288円

均等割額の軽減
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※
１
期
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

は
、
１
期
の
不
足
分
か
ら
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

∧
対
象
①
…
平
成
７
年
４
月
２
日
～
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
∨

○
１
回
目
・
２
回
目
（
１
期
初
回
接
種
）

…
１
回
目
接
種
後
６
日
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
２
回
目
を
接
種

○
３
回
目
（
１
期
追
加
接
種
）
…
２
回
目

接
種
後
６
か
月
以
上
を
経
過
し
た
時
期
に

１
回
接
種

○
４
回
目
（
２
期
）
…
３
回
目
接
種
後
、

６
日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
９
歳
以
降
に

1
回
接
種

∧
対
象
②
…
平
成
19
年
４
月
２
日
～
21
年

10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
∨

　
９
歳
～
13
歳
誕
生
日
前
日
ま
で
に
、
不

足
分
を
定
期
予
防
接
種
と
し
て
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
31
日
以
前

に
１
回
で
も
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
子
育
て

支
援
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
妊
娠
し
て
い
る
人
又
は
、
可
能
性
の

あ
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
接
種
に
保

護
者
が
同
伴
で
き
な
い
13
歳
以
上
の
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

健
康
づ
く
り

成
人
歯
科
健
康
診
査

　
対
象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
（
４

月
～
９
月
生
ま
れ
の
人
は
５
月
上
旬
、
10

月
～
３
月
生
ま
れ
の
人
は
９
月
末
に
送

付
）。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
送
付
時
期
が
変
わ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

▽
対
象　
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
・
35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
市
民

▽
診
査
内
容　
問
診・口
腔
（
こ
う
く
う
）

内
診
査
（
む
し
歯
・
歯
周
病
・
欠
損
歯
な

ど
）・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
歯
面
清
掃
・
指
導

な
ど

▽
健
診
費
用　
１
０
０
０
円
（
70
歳
の
人

は
無
料
）

▽
受
診
期
間　
６
か
月

※
受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
受
診
券
を

見
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２
・

２
０
０
２
）

非
自
発
的
失
業
者
の 

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

　
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
失
業
し
た
人

（
非
自
発
的
失
業
者
）
の
国
民
健
康
保
険

料
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　
離
職
日
に
65
歳
未
満
の
人
で
雇

用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
又
は
特
定
理

由
離
職
者
の
う
ち
、
離
職
理
由
コ
ー
ド
が

次
の
い
ず
れ
か
の
人

〇
特
定
受
給
資
格
者
…
11
・
12
・
21
・

22
・
31
・
32

〇
特
定
理
由
離
職
者
…
23
・
33
・
34

▽
軽
減
の
期
間　
離
職
日
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で

▽
必
要
書
類　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
・
本
人
確
認
書
類
・
認
印

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
国
民
健
康
保
険
担

当
（
☎
８
１
３
・
１
１
８
２
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
令
和
２
年
度
の
納
付
は
６
月
か
ら
∨

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
６

月
上
旬
に
決
定
し
、
通
知
書
を
６
月
中
旬

以
降
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
人

は
年
額
保
険
料
を
10
回
に
分
割
し
た
納
付

書
と
、
今
年
度
か
ら
保
険
料
の
全
額
を
一

括
納
付
可
能
と
す
る
納
付
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
は
、

令
和
２
年
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
に
仮
徴
収
額
と
し
て
徴
収
し
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
決

定
後
、
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
額

を
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
に
本
徴
収

額
と
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。
本
徴
収

開
始
の
お
知
ら
せ
な
ど
は
６
月
に
送
付

し
ま
す
。

※
保
険
料
の
決
定
に
は
前
年
中
の
収
入
申

告
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
、
市
・
府
民

税
申
告
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
人
は
、
収
入
が
な
く
て
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当

（
☎
８
１
３
・
１
１
８
９
）

健
康
・
福
祉

５
月
12
日
（
火
）
は 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法
律
に
基

づ
き
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
生
活
に
関
す

る
困
り
ご
と
の
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
に
３
２
６
人
い
ま
す
（
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
）。

∧
相
談
し
て
く
だ
さ
い
∨

　
介
護
、
健
康
・
医
療
、
子
育
て
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。不
登
校・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
児
童
に
関
す
る
相
談

や
支
援
を
専
門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員

も
い
ま
す
。

∧
秘
密
は
守
り
ま
す
∨

　
相
談
内
容
の
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
福
祉
総
務
課
（
☎
８
３
８
・
０
１
７

１
）

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　
日
時
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

申
込・問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８・

０
３
７
４
）

乳
幼
児
健
康
診
査　

　
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
届
い
て
な
い
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
令
和
元
年
11
月
28
日
～
２
年
１
月
15
日

生
ま
れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
30
年
７
月
29
日
～
８
月
26
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
28
年
９
月
８
日
～
10
月
13
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　
平
成
29
年
９
月
21
日
～
10
月
25
日
生
ま

れ
の
人
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

日
本
脳
炎
特
例
対
象
者

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
た
期
間
（
平
成
17
年
度
～

21
年
度
）
に
接
種
対
象
で
あ
っ
た
人
は
、

接
種
の
機
会
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
計

４
回
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
不
足
分
を

定
め
ら
れ
た
期
間
に
定
期
予
防
接
種
と
し

て
接
種
で
き
ま
す
。

内　容 日　時 対　象 申　込

離乳食講習会 離乳食の進め方についての実
演と指導

６月12日（金）
午後１時30分～３時

４か月～７か月の子ど
もと保護者20組

開催日の前日までに
電話

育児相談
子育てについて、保健師など
が相談に応じます。電話での
相談も受け付けています。

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時30分 市内在住の人 直接窓口又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

【広告】

すこやかライフすこやかライフ
健   康

＜たばこの害＞
　たばこは子どもだけでなく、妊娠期から胎児に影
響を与えることを知っていますか。妊娠中の女性が
喫煙することで早産・流産、低出生体重児の発生リ
スクを高め、生まれてからも乳幼児突然死症候群を
引き起こす確率が非喫煙者よりも高くなることが分
かっています。
　たばこは喫煙者だけでなく、喫煙者の家族や周り
にいる人たちにも、それ以上の害を与えていること
があります。
　換気扇の下、戸外での喫煙であれば家族には無
害であると思われがちですが、有害物質は広範囲に
広がります。喫煙者の肺に入った煙や衣類に付いた
煙を吸い込むことで、有害物質は家族の体内に取り
込まれていくのです。
＜正しい禁煙方法＞
　たばこ生活からどうしたら効果的に抜け出せるの
でしょうか。成功の秘訣は正しい方法で禁煙するこ
とです。我慢するつらい禁煙ではなく、医療保険が
適用される禁煙補助薬を医療機関で処方してもら
うなど、少しでも楽に禁煙できる方法を利用すること
が成功への近道となります。最寄りの医療機関で相
談してみましょう。
　禁煙すると決めたら、喫煙に関連する物を処分
し、そして身近な人に「禁煙宣言」をするなど、でき
るだけたばこに近づかないライフスタイルに変えて
いきましょう。
　たばこは大切なものを奪いかねません。５月31日
（日）は世界禁煙デーです。「たばこよりも大切なも
の」を心に置き、あなたも禁煙生活を始めませんか？
＜健康相談＞
　市民の皆さんの健康について保健師などが相談
に応じています。希望の人は健康づくり推進課まで
問い合わせてください。

問　健康づくり推進課（☎８１２・２００２）

世界禁煙デー
～たばこよりも大切なもの～

安
全
・
安
心

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

健
康
・
福
祉

税
・
保
険
・
年
金

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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広報ねやがわ
令和２年５月号

広報ねやがわ
令和２年５月号

子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
・ 

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
対
象
者
に
は
、
７
月
以
降
個
別
に
送
付

し
ま
す
。
市
内
検
診
機
関
又
は
集
団
検
診

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
診
日

当
日
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
送
付
時
期
が
変
わ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
市
公
式
ア
プ
リ
か
ら
は
検

診
日
の
３
週
間
前
ま
で
、
そ
の
ほ
か
は
令

和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
ま
で
。

▽
対
象　
①
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
検
診

…
平
成
11
年
４
月
２
日
～
12
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
女
性
②
乳
が
ん
検
診
…
昭
和
54

年
４
月
２
日
～
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性

※
詳
し
く
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２
・

２
０
０
２
）

人

　権

「
平
和
の
ば
ら
」
写
真
を
募
集

　
恒
久
平
和
を
希
求
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
に
応
募
の
あ
っ
た
市

民
２
０
０
人
に
配
布
し
た「
平
和
の
ば
ら
」

の
写
真
と
平
和
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
、
市
主
催
事
業
や
市
役
所
な
ど
で

展
示
し
ま
す
。

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　

写
真
（
Ｌ
～
２
Ｌ
判
・
カ

ラ
ー
）
と
平
和
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
郵
送
で
６
月
19
日
（
金
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
〒
572

―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
☎
８
２
５
・

２
１
６
８
）

５
月
１
日
～
７
日
は 

憲
法
週
間

　
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
は
、
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
日
本
国

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
人
権
が
守
ら
れ
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
精
神
を
理

解
し
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
、
日
々
の
生
活
か
ら
問
い
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
に

家
庭
・
職
場
・
地
域
・
学
校
な
ど
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
８
２

５
・
２
１
６
８
）

知
っ
て
い
ま
す
か 

人
権
擁
護
委
員
制
度

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
に

深
い
理
解
が
あ
る
人
で
、
市
内
の
各
中
学

校
区
に
１
人
い
ま
す
（
29
ペ
ー
ジ
の
表
の

と
お
り
）。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
人
権
侵
害
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で

悩
ま
な
い
で
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
し
た
り
、
人
権
相
談
を
利
用
し
た
り
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。

∧
人
権
相
談
∨

○
特
設
相
談
…
毎
週
火
曜
日
の
午
後
１

時
・
２
時
・
３
時

〇
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
の
日
」
特
設
相

談
…
６
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
い
ず
れ
も
広
聴
担
当
相
談
室

申
込・問　
人
権・男
女
共
同
参
画
課
（
☎

８
２
５
・
２
１
６
８
）

∧
法
務
局
相
談
∨

〇
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
…
毎
週
月

～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１

１
０
）

問　
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
（
☎
06
・

６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

中学校区 氏　名

第一 菊地�伊三男

第二 道上　雅司

第三 荒木　裕美

第四 羽根田�康弘

第五 中野　智子

第六 松本　　勉

第七 中井　正昌

第八 原田　幸三

第九 湯川�あつ子

第十 辻本　　通

友呂岐 友井�芙美子

中木田 中井　　豊

人権擁護委員

平和のばら

囲碁クラブで対局を楽しむ五十嵐さん（左）と浅野さん

　囲碁歴はともに70年を超え、
会員が500人を超える寝屋川囲碁
将棋連盟の中でも文句なしの高齢
トップ棋士。日頃は違うクラブで
楽しんでいる2人の〝ご長寿対局〟が
実現し、「まだまだ頑張ります」
と話していました。
　最高齢の五十嵐さんは抑留され
たシベリアから日本に戻った27
歳の頃に父親に習い、勤めていた
門真市内の鉄工所では同僚とクラ
ブを立ち上げるほど熱中。「手ほ
どきした息子は４段と上達し、腕
前は逆転しました」と笑います。
　浅野さんが覚えたのは終戦の
年。「舞鶴港で復員兵の輸送に携
わり、艦船で待機しているときに
上司に教わりました」。その後、
警察庁技官として通信の仕事に従

事。職場の同好会で腕を磨き、
40年前に寝屋川市へ引っ越して
来てからも囲碁を続けました。
　ともに週に３～４日は囲碁ク
ラブで仲間と対局。浅野さんは
「高齢者福祉センターに10分ほ
ど歩いて通っていますが、これも
健康の秘訣です」。五十嵐さんは
「シャトルバスで出掛けています
が、池の里市民交流センターで
は3階まで階段で上がっています
よ」と話し、今年12月で100歳
を迎えるとはとても思えないほど
元気です。
　長く続けてきた囲碁の魅力につ
いて、2人は「手筋をいろいろと
考えるのが楽しい。頭の体操にも
なっています」と口をそろえます。
負けると今も悔しさがこみ上げ、
「今度こそ！」との気持ちが明日へ
の活力につながっているそうです。
　寝屋川市内の小学校では、16
校で児童が囲碁や将棋に取り組ん
でいます。ひ孫のような子どもた
ちと対局することもある五十嵐さ
んは「こんなに年が離れていても
対戦できるゲーム。強くなれるよ
う一緒に頑張りましょう」と激
励。浅野さんも「ルールを守りな
がら楽しく続けられるようにたく
さん友達を作ってほしい」と話し
ています。

90 歳超えても
～いきいき〝ご長寿棋士〟～

五
い が ら し

十嵐 政
まさあき

顕さん（99 歳・豊野町）

浅
あ さ の

野 誠
せいいち

一さん（97 歳・太秦中町）

　こころの病を持つ人は、増加していま
す。全国でおよそ419万人にのぼると報告
されており、誰もが経験する可能性があ
る病気といえます。
＜Aさんの体験談＞
　20歳代半ば、食欲がない、何をしてい
ても急に涙が出る、夜寝るときに明日目覚
めなければと思うようになりました。病院
に行くと、「うつ状態が強くなっている」
と言われましたが、30歳代には元気にな
り、趣味の展覧会めぐりをするなど楽しく
過ごしていましたが、再び体調が悪化し、

仕事を辞めることになりました。
　発症当時は内科で安定剤と睡眠薬を処
方されるだけだったためか、自分の感情
の波のコントロールがうまくできません
でした。今でも、躁（そう）状態になる
ことや、季節の変わり目には不安になる
ことはありますが、信頼できる病院を見
つけることができ、自分の感情をコント
ロールしやすくなりました。一般就労は
不安だけれど「福祉的就労」で同僚と話
したり聞き手になったり、安心して働く
ことができるようになりました。
＜体調が悪い時は＞
　①まず休養②気持ちを話す③無理しな
い働き方④しんどいときはすぐ受診する
ようにしています。
　周りの理解と支援があれば、自分なり
に病気とうまく付き合い、生活をしてい
くことができます。誰もが安心して生活
できるまちづくりをみなさんも考えてい
きましょう。

問　障害福祉課（☎８３８・０３８２）

ともに生きる
まちをめざして
ともに生きる

まちをめざして
～身近な病 こころの病気～

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

人　
権

健
康
・
福
祉
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広報ねやがわ
令和２年５月号

子
育
て
・
教
育

英
検
ジ
ュ
ニ
ア
・
英
検
受
検
料
補
助

∧
補
助
内
容
・
回
数
∨

○
中
学
生
…
英
検
受
検
料
の
内
、
２
年
生

時
に
２
６
０
０
円
ま
で
を
１
回
、
１
年
生

時
又
は
３
年
生
時
に
２
０
０
０
円
を
１
回

補
助
。

○
小
学
生
…
６
年
生
時
に
１
回
英
検
ジ
ュ

ニ
ア
受
検
料
の
内
、
７
０
０
円
を
補
助
。

申
込　
①
市
立
小・中
学
生
…
在
籍
の
小・

中
学
校
に
直
接
②
市
立
以
外
の
小
・
中
学

生
…
令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）
ま
で
に

補
助
金
交
付
申
請
書
を
郵
送
で
教
育
指
導

課
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

問　
教
育
指
導
課
（
☎
８
１
３・０
０
７
１
）

青

　少

　年

青
少
年
の
相
談
窓
口 

～
悩
み
事
は
な
ん
で
す
か
～

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青
少
年
や
そ
の
家

族
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
適

切
な
専
門
機
関
を
紹
介
し
た
り
し
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
在
住
・
お
お
む
ね
30
歳
ま

で
の
青
少
年
と
そ
の
家
族

▽
日
時　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時
（
１
回
１
時
間
程
度
）

▽
相
談
内
容　
不
登
校
・
生
活
習
慣
・
ひ

き
こ
も
り
な
ど

申
込
・
問　
青
少
年
課
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
５
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

利
用
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　
６
月
か
ら
ロ
ッ
ジ
の
利
用
料
金
が
下
の

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

問　
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４

３
・
78
・
１
９
１
０
）

文
化
・
交
流

市
立
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
の
開
館
時

間
と
休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
、
開
館
時
間
が
午
前
９

時
～
午
後
５
時
15
分
に
、
休
館
日
が
毎
週

月
・
火
曜
日
、
年
末
年
始
、
展
示
替
え
期

間
に
な
り
ま
し
た
。

※
現
在
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
休
館
し
て
い
ま
す
。
再
開
につ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
４
）

㈱
ホ
ー
プ
（
☎
０
９
２・７
１
６・１
４
０
１
）

㈱
宣
成
社
（
☎
06
・
６
２
２
２・
７
９
９
９
）

㈱
ウ
ィ
ッ
ト
（
☎
０
７
２・６
６
８・３
２
７
５
）

広
告
掲
載
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

ロッジ利用料（１棟当たり） 定　員
昼間利用 宿泊利用

内　容
午前10時～午後３時 午後４時～翌午前９時

さくら 20人 1,000円→1,500円 1,600円→2,400円 木造、シャワー付き

もみじ 30人 1,500円→2,250円 2,400円→3,600円
木造、2階建て

いちょう 40人 2,000円→3,000円 3,200円→4,800円

ポプラ１～６号 各５人 400円→600円 600円→900円 ５畳一間、共同玄関

ポプラ１棟 80人 4,000円→6,000円 6,400円→9,600円 個室６部屋、大部屋

オオルリ、セキレイ、メジロ、ヒ
ヨドリ、ホオジロ 各８人 800円→1,200円 1,300円→1,950円 平屋、12畳

ウグイス１・２号室 各６人 500円→750円 700円→1,050円 ６畳一間、共同玄関

ウグイス３号室 ８人 600円→900円 1,000円→1,500円 10畳一間、共同玄関

ウグイス1棟 40人 2,000円→3,000円 3,200円→4,800円 個室３室、大部屋

市野外活動センターの料金改定


